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2020年３月27日（金曜） 
 

全労金2020春季生活闘争ニュース・第17号 

 

 

 
 

《合意速報No.８》 

 

東北労組が金庫との団体交渉で、「基本合意」を表明しました！ 

 

東北労組は、３月27日15時から、金庫と「団体交渉」を開催し、基本合意を表明し

ました。要求と回答は以下の通りです。 

 

 

団体交渉において、金庫からは「2019年度は、自然災害の多発と、直近では新型コロナ

ウイルスによる先行き不透明があり、予断を許さない状況になっている。新型コロナウイ

ルス感染症の拡大が長期化する場合には、事業計画への影響も危惧している。２月末基準

では、預金・貸出金ともに事業計画を達成しているが、『量から質への転換』が図られた

という状況ではなく、次年度以降の取り組み強化が必要である。回答にあたって厳しい経

営状況を分析しつつも、職員の事業計画達成に向けた取り組みや災害発生時の対応等、厳

しい環境の中で日々の奮闘に報いたい思いと、不透明感が続く金融・経済情勢環境下にお

ける次年度事業計画への懸念、持続可能な経営の確立等、様々な観点から検討のうえ、判

断した。労働組合の要求に応えられなかった項目もあるが、金庫が置かれている状況をふ

まえた回答となっている。引き続き、働き方改革や同一労働同一賃金への対応、働きがい

のある組織風土の確立に向けて労働組合と一緒に取り組んでいきたい」等の見解が表明さ

れました。 

松﨑闘争委員長は、「要求書提出以降、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、3.11

東日本大震災以来となる交渉中断を全労金組織全体で判断した。その後、再開の申入れ
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に、短期間で対応いただいたことに感謝する。回答は、現行水準の維持という厳しい内容

である。しかし、この間の春闘や人事制度協議における組合の要求に対し、金庫が真摯に

検討し正職員・契約職員の処遇改善を行ってきたことや、現在の経済・社会情勢が日々変

化し、先行きが見通せない中でも、早期に現行水準の維持とした回答輪郭を示した姿勢は

受け止める必要があり、緊急事態への職場労使間も含めた対応は、今後の組織風土を確立

していく営みに向けて大きな意義があると考えている。諸制度は、要求には応じられない

としながらも、課題認識の共有が労使で図られ、議事経過確認書を確認し、人事制度見直

し協議の中で、『格差是正』『公正処遇』の実現、『同一労働同一賃金』法改正への継続

課題など、引き続き、契約職員の処遇改善に向けた協議の必要性と重要性を労使でしっか

りと認識することができたと受け止める。2020年度の労働条件を早期に確認することが組

合員の安心につながり、労使一体で新型コロナウイルス感染症への対応を最優先に取り組

んでいくことが重要との認識と、これまでの交渉経過や金庫の交渉姿勢、回答内容を総合

的に判断し、妥結・収束を表明する。今後も、金庫・組合員を取り巻く経済・社会情勢

は、日々変化し、事態の収束が見えない中でも、『役職員の健康』『ろうきんの社会的役

割発揮』『健全な発展』に向けて、労使が同じ認識に立って次年度以降の厳しい状況を乗

り越えていくことだと考える。この非常事態をふまえ、組合員の生活実態や職場の不安払

拭、次年度の事業計画、労金運動推進に向け、金庫代表役員から職員へのメッセージ発信

を求める」等を表明しました。 

単組は、①金庫は、新型コロナウイルス感染拡大を受けた市場動向の変化や、会員を取

り巻く状況の変化で、次年度の事業計画にも影響を及ぼす状況下、職員の事業計画達成に

向けた取り組みや災害の発生時の対応等、厳しい環境の中にあっても奮闘している職員に

報いたいという思いから、前年度と同水準を確保する回答としたこと、②この間の春闘や

人事制度協議における組合の要求に対し、金庫が真摯に検討し、正職員、契約職員の処遇

改善を行ってきたことを考慮したうえで、収束の見通しが立たない新型コロナウイルス対

策、厳しい情勢をふまえた金庫運営に労使一体となって取り組んでいくこと、等から基本

合意を表明しました。 

 

＊合意単組（６単組／３月27日20時現在） 

中央・沖縄・静岡・四国(金庫)・四国(関連)・東海(金庫)・東海(関連) 

東北(金庫) 

 

以 上 


